


オンライン研修会 「自治体監査と議選監査委員を活かすための実践」 

日 時：10 月 30 日  14：00~16：30 

研修先 : ローカル・マニフェスト推進連盟 

*趣旨説明：問題提起 

 子籠敏人  氏(あきる野市議会議員 : 議選監査委員) 

* 実践報告 (岐阜県内市監査委員の現状と可児市監査委員事務局と進める

監査委員改革) 

  川上文浩  氏 (可児市議会議員/議選監査委員) 

【問題提起】 

これまでは、議会選出の監査委員については、議会の三役とか名誉職と

か言われ、執行部の操りやすい人物がその地位につく事が多かった。 

最大会派を占める自民党系からの推薦が圧倒的で、監査委員に適して

いるとかは問題外であった。そのうえ、守秘義務が重要視されているため、

議選監査委員でありながら、議会にフィードバック出来ないと言われて

いたため、その役目を果たしていなかった。そのために、地方制度調査会

の答申で、廃止してもよいとの答申があり大津市議会などは、議選監査委

員制度を廃止した。ただ、先進市議会の議長たちが退任して、議選監査委

員に就任すると、せっかく議会代表で監査委員を出しているのに、知りえ



たことをフィードバック出来ないのはおかしいとなって、全国の多くの

議会で論争をよんでいる。可児市議会では、議員協議会で、各常任委員会

の正副委員長に守秘義務を尊守し報告しているということである。 

 

【考察】  

浜田市議会議会改革検討推進特別委員会では、 今 9 月議会から、初日

の全員協議会で、 議選監査委員から報告を受ける事を決め決算審査を行

った。 まだまだこれからであるが、しっかり議論を重ねて、より良いも

のを目指したいと考えている。 以上報告します。  

牛尾 昭 

 


